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. (イ) xy平面上の面では 0=z であることに注意して、 
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kn =その対面では 、 であるから 

12
同様にして

1
=∫ dS  

 
(ロ) yz平面上の面では 

0=x のとき
3
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(ハ)  
0のとき 0=

zx平面上の面では
=y ∫ dS 、 =y 0のとき 1=∫ dS  
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イ)、(ロ)、(ハ)を全て加えて全表面に関する法線面積分の値は 2。 

ガウスの発散定理を用いた場合 
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ここで、経路 Cは xy平面上の反時計回りであるから、
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2. ストークスの定理を用いて 
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Sは半径 1の円であることに注意。 
 



3. (a) 単位法線ベクトル
5

2 jin +
= 、 dxdzdS 5= より 

( ) [ ] 1082712212
4

0

4

0

3
0

24

0

3

0
==−=−=⋅ ∫∫∫ ∫∫ dzdzxxdzdxxdS

S

nA  

(b) 単位法線ベクトル
3

22 kjin ++
= 、 dxdydS

2
3

= より 

( ){ } ( ){ } 812626
3

0

26

0

2 =−=−−+=⋅ ∫ ∫∫∫∫
−

dxdyxydxdyyxyydS
x

S

nA  

 
4. 発散定理において、 BAA ×= とおく（Bは 0≠ の定ベクトル）。すると 
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ただし、 ( ) ( ) ( )BAABBA ×∇−×∇=×⋅∇ 、 ( ) ( ) ( ) ACBBACCBA ⋅×=⋅×=⋅×
（スカラー三重積）、 0=×∇ B （Bは定ベクトル）を用いた。 
ここで、Bは定ベクトルであるから、 

( ) ( )dSdv
Sv
∫∫ ×⋅=×∇⋅ AnBAB  

これに
2BB を内積して 
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